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平和島スターボウル徳江  和則ナノデス  アキュライン 9

アキュライン8アキュライン9

アキュラインシリーズも第9弾（アキュラインPlus含む）を迎え、ボールの新たなる可能性を求めるべくアキュラインカスタムも
始動致しました。
国外のボールから一歩遅れをとっていた国産ボールのパフォーマンスも”AVEX”カバーストックが採用されてから同等かそれ以上の
性能を発揮できるまでになっていることを感じて頂いていることでしょう。
今回のアキュライン９は、アキュライン8の性能をベースにしてさらに厚いオイルに対応できるようカバーストックを強化し、
＃2000アブラロンで仕上げることでオイリーなコンディションでスキッドからフック・ロールに至るまでバランスの取れた性能を
目指しました。特にやや早めにフック状態に持ち込めるようモーションポテンシャルの大きいBIG SHUTTLEコアの数値を変更設定
することで、キャリーダウンの影響も少なく、オイリーなコンディション安定したパフォーマンスが発揮できるよう努めました。
また早めの立ち上がりを表面加工に頼るだけでなく、アキュライン８をベースに再配合したカバーストックがその性能を支えているのは
言うまでもありません。
回転数が多目の方、スピードが遅めのボウラーでは＃4000アブラロンで加工して頂くことがベストで、ポリッシュを施すことで
アグレッシブなバックエンドリアクションも得ることができます。
オイリーなコンディションで確実に曲がりを得られるボールを持つことは、そういうコンディションに遭遇したとき自分のスタイルを
貫き通す安心感へと変わります。ピンアクションもアキュライン特有の柔らかいイメージのまま継承されています。
今回のアキュライン９はキャッチを優先し、ミッドエリアからの動きを意識し、キャリーダウンの影響度を最小限に抑えました。
オイリーなコンディションで是非この性能をお試しください。
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